この度、ご尊父様ご他界なさいました由承りまして、○○営業部長○○○○様をはじめ、ご家族にはさぞかしご心痛のこととお悔やみ申し上げます。
休日には登山などをされるなど、ご健康そのものと伺っておりましたのに、さぞご無念のこととご心中をお察し申し上げます。
この上は、ご一同様が一日も早くお心をとり直されますことを心からお祈り申し上げます。
本来ならばお悔やみに参上すべきところ、遠隔地ゆえ思うにまかせず、失礼ながら、書中をもってご冥福をお祈り申し上げます。
なお、心ばかりの香料を同封いたしました。ご霊前にお供えいただきたくお願い申し上げます。

○○　○○
